
院内がん情報については、指針の第三「個人情報の取扱いについて」等の規定
に基づき、適切な管理や利用、保有等が行われている。

加えて、病院等において、院内がん情報のうち、がん登録法第20条に基づき提
供を受けた都道府県がん情報（生存確認情報等）については、各病院の院内
がん登録データベースに記録・保存されるところ、がん登録法第30条から第34
条までの規定に基づき、適切な管理や利用、保有等を行う必要がある。

上記に関して、特に（ア）管理方法や（イ）保存期間の取扱いは、以下のとおりと
する。

（ア）管理方法について

がん登録法第30条において、情報の提供を受けた者は、情報について適切な
管理のために、必要な措置を講じなければならないとされている。

○ がん登録等の推進に関する法律

（受領者等による全国がん登録情報の適切な管理等）
第三十条 第三節の規定により全国がん登録情報若しくは都道府県がん情報又はこれらの情報の匿名化が行われた情報の提
供を受けた者は、当該提供を受けたこれらの情報を取り扱うに当たっては、これらの情報について、その漏えい、滅失及
び毀損の防止その他の適切な管理のために必要な措置を講じなければならない。

②病院等におけるがん登録法第20条に基づき受領した
情報の取扱いについて
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（イ）保有期間について

がん登録法第32条の規定により、都道府県がん情報の提供を受けた者は、
政令第10条第2項で定める期間を越えて保有してはならないとされている。
具体的な保有期間としては、

①原則として、提供を受けた日から５年を経過した日の属する年の１２月３１日又は調
査研究を実施する期間の末日のいずか早い日までの間だが、

②例外的には、都道府県がん情報を長期にわたり分析する必要がある場合等として
都道府県の規則で定める場合は、提供を受けた日から１５年を経過した日の属する年
の１２月３１日又は調査研究を実施する期間の末日のいずか早い日までの間、保有で
きるとされている。

これらの規定等を踏まえ、がん登録法第20条に基づき提供された院内がん
登録データベースに保存された都道府県がん情報（生存確認情報等）は、病
院等において
・院内がん登録データベースへ保存し、当該病院の診療情報と区別できる
ようにすること。
・ カルテに転記しないこと。
・他のデータベース等への転用はしないこと。
・前述の院内がん情報の活用にのみ利用すること。
等の取扱いとする。

②病院等におけるがん登録法第20条に基づき受領した
情報の取扱いについて
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